
第一三章　派遣労働者の派遣先の直接雇用契約の申込み義務をめぐる問題
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三　三年以内の「派遣期間制限業務」の抵触日通知後使用継続の場合の雇用申込み義務

691

の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
「
速
や
か
に
」
と
は
、
同
じ
く
時
間
的
近
接
性
を
示
す
「
直
ち
に
」、「
遅
滞
な
く
」
に
比
し

中
程
度
の
近
接
性
を
求
め
る
も
の
で
、「
で
き
る
だ
け
」、「
で
き
る
限
り
」
な
ど
を
付
け
て
又
は
そ
の
ま
ま
で
訓
示
的
な
意
味
で
用
い
ら

れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
法
令
用
語
上
の
区
分
か
ら
、「
遅
滞
な
く
雇
用
」
と
は
、
一
定
の
期
間
の
許
容
を
も
ち
な
が
ら
も
時
間
的
に
近
接
し
て
行

う
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
い
え
る
。

三　

三
年
以
内
の
「
派
遣
期
間
制
限
業
務
」
の
抵
触
日
通
知
後
使
用
継
続
の
場
合
の
雇
用
申
込
み
義
務

１　

一
般
的
派
遣
業
務
の
場
合
の
雇
用
契
約
申
込
み
義
務

　

第
二
は
、
一
般
的
派
遣
業
務
（
い
わ
ゆ
る
自
由
化
業
務
）
で
、
平
成
一
六
年
三
月
一
日
施
行
の
法
改
正
で
派
遣
期
間
の
延
長
を
認
め
ら

れ
た
、
①
一
年
を
超
え
て
三
年
以
内
の
派
遣
期
間
を
定
め
派
遣
契
約
を
し
た
場
合
（
こ
の
場
合
に
は
過
半
数
加
入
組
合
等
の
意
見
を
聴
く

必
要
が
あ
る
）、
②
一
年
の
派
遣
期
間
の
場
合
、
と
い
う
二
つ
の
「
派
遣
可
能
期
間
」
の
期
間
経
過
後
の
継
続
使
用
（
法
違
反
と
な
る
派

遣
受
入
の
継
続
）
に
つ
い
て
の
派
遣
先
の
雇
用
契
約
申
込
み
義
務
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
各
「
派
遣
可
能
期
間
」
を
経
過
し
て
、
そ

れ
以
降
派
遣
の
役
務
の
受
入
れ
を
継
続
す
る
と
派
遣
期
間
の
定
め
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、「
派
遣
元

事
業
主
は
、
派
遣
先
が
当
該
派
遣
元
事
業
主
か
ら
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
な
ら
ば
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
抵
触

す
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
は
、
当
該
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
最
初
の
日
以
降
継
続
し
て
労
働
者
派
遣
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。」（
第
三
五

条
の
二
第
一
項
）
と
し
て
派
遣
元
に
は
罰
則
（
第
六
一
条
第
三
号
）
を
も
っ
て
派
遣
停
止
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
派
遣
元

に
は
派
遣
期
間
の
制
限
遵
守
の
た
め
に
、
そ
の
派
遣
契
約
に
つ
い
て
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
最
初
の
日
（
抵
触
日
）
を
ま
ず
派
遣
契
約
前

に
派
遣
先
か
ら
派
遣
元
に
通
知
し
、
さ
ら
に
派
遣
可
能
期
間
の
終
了
が
近
づ
い

て
き
て
、
派
遣
期
間
が
終
了
す
る
直
前
に
至
っ
た
と
き
は
、「
派
遣
元
事
業
主

は
、
前
項
の
当
該
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
最
初
の
日
の
一
月
前
の
日
か
ら
当

該
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
最
初
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
、
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
最
初
の
日
以
降
継
続

し
て
労
働
者
派
遣
を
行
わ
な
い
旨
を
当
該
派
遣
先
及
び
当
該
労
働
者
派
遣
に

係
る
派
遣
労
働
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
法
第
三
五
条
の
二
第
二

項
）
と
定
め
た
。

　

そ
し
て
、「
派
遣
先
は
、
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を

受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
労
働
者
派
遣
の
役
務
の
提
供
を
受
け
た
な
ら

ば
第
四
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
最
初
の
日
以
降

継
続
し
て
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
派
遣
労

働
者
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
抵
触
す
る
こ
と
と
な
る
最
初
の

日
の
前
日
ま
で
に
、
当
該
派
遣
労
働
者
で
あ
つ
て
当
該
派
遣
先
に
雇
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
に
対
し
、
雇
用
契
約
の
申
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」（
法
第
四
〇
条
の
四
）
と
派
遣
先
の
雇
用
契
約
の
申
込
み
義
務
を
規

定
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
前
記
の
抵
触
日
の
通
知
を
受
け
た
派
遣
先
が
、
な
お
そ
の
派
遣

労
働
者
を
引
き
続
き
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
抵
触
日
の
前
日
ま
で

に
派
遣
労
働
者
が
派
遣
終
了
後
は
直
接
派
遣
先
に
雇
用
さ
れ
た
い
と
の
希
望

図13－3　抵触日通知と雇用契約申込み義務

［派遣元］
派遣元よりの
抵触日の通知

派遣労働者へ通知
（これ以上の派遣は違反
になるので派遣は終了
する。）

［派遣先］
派遣先へ通知
（これ以上の派遣は違反
になるので停止する。）

［派遣労働者］
（違反となる派遣の継続）

［※この「抵触日」の通知がない場合どうなるか？］

違法派遣
の停止

違法派遣
の終了

直
接
雇
用
の

希
望
申
入
れ

義
務

雇
用
契
約

申
込
み


